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歌唱指導における教師力の育成について

～免許状更新講習の実践を通して～

早川　倫子※ 1　虫明　眞砂子※ 2

要旨：教員免許状更新講習の実践内容と，受講者の事前および事後アンケートの分析を中心に，歌唱指導におけ

る教師力の育成について考察を行なった。受講前には，歌唱指導に問題意識や苦手意識を持っている教師らが多

く，指導法に関しても，すぐ現場で使えるような発声法や指導法を求めている教師らが多かったが，講習により，

①問題意識・苦手意識の緩和，②歌唱指導についての考え方の転換，③歌唱指導についての知識や技能の獲得，

④歌唱指導 ( 音楽の授業 ) への意欲の喚起の 4 点の成果が得られたことが明らかとなった。特に，理論と実践を

関連させながら，多角的な声へのアプローチをしていくことが，歌唱指導における教師力の育成につながると考

えられた。

キーワード：歌唱指導，教師力，新学習指導要領，発声

※ 1 早川倫子（岡山大学大学院教育学研究科）

※ 2 虫明眞砂子（岡山大学大学院教育学研究科）

Ⅰ．はじめに
　学校教育の歌唱指導では，平成元年告示の学習指

導要領まで半世紀にわたり扱われてきた「頭声的発

声」が削除され，歌唱分野での発声指導の位置付けが，

大きく変化しつつある。またそれに代わって表れた

「曲種に応じた歌い方」，「自然で無理のない発声」等

に関連し，今日さまざまな発声指導や歌唱指導に関

する問題が取り上げられている。さらには，日本の

伝統的な音楽の重視から，民謡や長唄などの歌唱表

現の指導についても考える必要性も出てきている。

　そのような中で，筆者らは平成 21 年度より，教員

免許状更新講習において，特に小学校教員を対象とし

た「歌唱指導について」の実践を行ってきた。受講

者との関わりの中で，現在の学校現場の歌唱指導で

は何が問題となっており，今後何が必要なのか，講

習を通して検討を行ってきた。

　本稿では，その教員免許状更新講習の実践内容と，

受講者の事前および事後アンケートの分析を中心に，

今後の歌唱指導における教師力の育成について考察

を行う。

Ⅱ．教員免許状更新講習における実践の概要と分析
１．構成

　以下の表１は，講習内容をまとめたものである。

表１：講習内容の構成
講習名 「音楽科の理論と実践～歌唱指導を中心に

～」

実施日 平成 21 年～ 23 年の各 8 月に実施

( 全 6 時間を早川と虫明で半分ずつ担当）

受講者 各 30 名～ 35 名

( 受講者の 9 割が小学校教員 )
概　要 様々な音楽科の理念を理解するとともに，

新学習指導要領に示された音楽科の内容を

踏まえて，実践への具体化を考察する。ま

た，児童・生徒の発達に即した発声法や歌

唱指導のあり方について理解し，それらを

踏まえて歌唱指導についての実践的演習を

行う。

目　標 音楽科の教員に必要な理論と実践の関連を

理解し，特に歌唱指導における実践的な知

識と技術を習得する。

【研究論文】
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２．事前アンケート 1 の分析

　講習実施にあたり受講予定者に事前に行われたアン

ケートの記述内容について，ここでは分析する。対象

は平成 21～ 23年の 3回分のものである。調査項目は，

以下の２点である。

①この講習を受講しようと思う ( 希望する ) 理由

②この講習で学びたいこと・この講習に対する要望

　など

　次ページ以降の表２，表３はそれぞれの調査項目に

おける受講予定者の記述内容を分析し，まとめたもの

である。

　まず，調査項目①については，表２のとおり記述内

容を大きく２つに分類することができた。第一の受講

理由は，〈教師自身の問題意識に関わるもの〉，第二は，

〈指導法の探求に関わるもの〉，である。

　第一の〈教師自身の問題意識に関わるもの〉につい

ては，「歌唱指導が苦手」，「難しさを感じている」，「歌

唱指導について悩んでいる」等とあるように，多くの

教師が歌唱指導について問題意識や苦手意識を持って

いることが読みとれる。また，それを克服したいとい

う思いを持って，受講を希望していることがわかる。

受講者の多くが小学校教員であることからも，音楽を

専門としない教師にとっては，特に自分の身体（声）

を使って直接的に表現する歌唱については，指導の難

しさだけでなく，自分自身の声の表現も含めて，苦手

意識を感じやすいためではないかということも推測で

きる。

　第二の〈指導法の探求に関わるもの〉については，

表２のとおり，様々な視点から歌唱の指導法について

学びたいと感じていることが読みとれる。それらの視

点は，主に，発声法，変声期，発達段階との関連，音

楽会・音楽祭等との関連，新学習指導要領との関連，

歌唱指導法（一般的），その他，の下位項目に分類で

きる。その中でも，特に多いのが，「発声法」，「発達

段階と関連した発声法や指導法」についてである。こ

れらの下位項目については，調査項目②この講習で学

びたいこと・この講習に対する要望など，についての

分析内容と関連するため，後述したい。

　次に，調査項目②の記述内容については，表３のよ

うに分類することができた。記述内容で一番多いの

は，「発声法」についてである。教師たちは，歌唱指

導の基本として，まずは発声法（発声の指導法）をど

のようにすればいいのか，関心があることが読みとれ

る。「発声法」でも，１年生～６年生までの発達段階

に関わる小学校では，特に変声期を迎える児童もい

るため，変声期の児童に対しての発声の指導につい

ても関心があることがわかる。また，「無理のない発

声」や「楽な発声」などの記述内容から，児童らにとっ

ての発声がどのようであるべきなのかを学びたいと

いう視点も含まれていると言えるだろう。

　記述内容で２番目に多いものも，調査項目①と同

じく，「発達段階に関連した指導法」についてであっ

た。「発声法」のところでも述べたように，１年生～

６年生という６年間では，個々の成長において，体

格も変化し，声質も変わってくることは周知のとお

りであろう。それぞれの発達段階において，どのよ

うな歌唱指導をすればいいのか，現実的な問題とし

て教師が意識していることがわかる。

　また，同じく２番目に多いものとして，「楽しい指

導法・意欲を喚起する指導法」があげられる。その中

には，「子どもたちが楽しんで歌えるように」する指

導法や，「自信をもって声を出せない子どもたち」や

「歌うことが苦手」な児童への対応，「やる気にさせる」

ことのできる歌唱指導法などを学びたいというもの

である。これらの記述内容から，歌唱に対して苦手

意識を持っている子どもたちが多いということが読

みとれる。「歌わせたい」と願う教師と「歌うことが

苦手」という子どもたちとの関係性の中で，教師は「歌

唱指導の難しさ」を感じているのかもしれない。また，

このことは，調査項目①で分析した〈教師自身の問

題意識に関するもの〉と関連しているものと考えら

れる。

　その次に，「音楽会等の合唱指導」，「新学習指導要

領と関連した歌唱指導」，「きれいな声・美しい声の

指導法」が分析項目としてあげられた。特に「きれ

いな声・美しい声」に関しては，数人の教師らが記

述していたが，予想よりも少ない。教師らの中で〈声〉

や〈歌唱表現〉に対する考え方が少し変化している

のではないかということも推測できる。それは，は

じめに述べたように，学習指導要領の改訂等で，〈頭

声的な発声〉が要求されなくなったことにも要因が

あるのではないかという点からである。

　その他に，「日本の伝統音楽を中心とした歌唱指導」

といった今日求められつつある歌唱表現や，「すぐに

生かせるような・すぐに使える」などの現実的な問

題も含まれていることは特筆すべき点であろう。
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３．早川の実践概要

　早川の講習では，いくつかの課題活動を通して，音

楽教育（音楽経験）について，その基本 ( 原点 ) を再

考すること，そしてそれを踏まえて，声の表現につい

て考えることを目的にしている。

　前節の事前アンケートの記述内容にあったように，

教師らは，発声法や歌唱指導の具体的な方法について

探求したいという理由で受講を希望している人が多

かった。このことは，歌唱指導＝発声を教えて歌曲の

練習を通して歌唱表現を作り上げていくもの，という

考え方が中心となっているためではないかと考える。

　早川は，歌唱にあたって，まず発声や歌唱という以

前の基本的問題として，声そのものについて考えるこ

との必要性を，本講習で取り上げた。「声を出す」と

いうことが，人間にとって本質的にどういうことなの

か。６つの声の課題を通して，「自分の声に気付くこと」

から始めた。

テーマ：

◆「音楽科の理念および新学習指導要領について」
◆「声とコミュニケーションについて」
概要：

◆「音楽科の理念および新学習指導要領について」
１．音楽・音楽教育について考える

　　１) 教員養成において大切にしていること

　　　・「音楽とは？音楽表現とは何か？」

　　　・「音楽教育とは何か？」

　　２）課題の演習 ( 新聞紙遊びを通して考える )
２．新学習指導要領について

　　１）内容について

　　２）経験のあり方について

３．その他 ( 音楽の成り立ち等 )
◆「声とコミュニケーションについて」
　（～声の表現について考える～）
１．声や歌唱指導に関わる様々な疑問や問題点
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２．自分の声を知る ( 声の課題 2)
　声の課題①：自分の声を聴く

　声の課題②：身体の振動個所を探す・感じる

　　　　　　　　( ブルブルを探す・感じる )
　声の課題③：息の使い方を意識する

　　　　　　　　( あたたかい息・つめたい息 )
　声の課題④：視覚的イメージと声の表現と

　　　　　　　　身体性 (1)　( ぐるぐる )
　声の課題⑤：視覚的イメージと声の表現と　

　　　　　　　身体性 (2)　( 声で綱引き )
　声の課題⑥：語感と声・感情と声

　　　　　　　　( 初めの一音節だけで表現 )
３．乳幼児期の声の発達から小・中学校の児童・

　　生徒へ応用できる視点

４．様々な声の表現（声の参考鑑賞教材 3 につ

　　いて）

５．ヴォイスパーカッション 4 
６．まとめ

４．虫明の実践概要

　小中学校での歌唱や合唱に関する問題点を探り，

発声法，ウォームアップ法，呼吸法，合唱ソルフェー

ジュ，合唱曲の歌い方等の実践方法を教師が身につ

けること，さらに，VTR を通して日本と欧米の合唱

の音声を比較することによって，受講者自身が日本

の合唱教育を再考することを目的としている。

テーマ：

◆小学校・中学校の歌唱・合唱指導について
概要：

１．はじめに

　1）歌唱活動や合唱活動の意義

　2）声の衛生面の知識の必要性

２．小学校・中学校の現状について

　1)  小・中の学習指導要領の歌唱記述の変化

　2)  岡山県の現状　　　

３．ハンガリー・米国の児童生徒の様々な歌声

　について　VTR(7 事例 )
４．フィンランドの音楽教育

　1) 音楽教育システムの特徴

　2) 音楽教育の基礎

　3) 合唱の位置付け

５．小学校・中学校における歌唱・合唱指導に

　ついて（音楽授業）目的：児童・生徒は「歌う」

　ことの楽しさ，開放感をいかに感じられるか。

　1) のびのび歌える雰囲気づくり

　2) 身体をリラックスさせること

　3) 発声を具体的なイメージで説明すること

　4) イメージづくりを手助けできる声で歌うこと

　5) 詩の朗読や解釈によって言葉や音楽の表現

　　を膨らましてみること」

６．歌唱・合唱授業のポイント

　1) 効果的な発声指導（子どもの成長に応じた）

　　①ストレッチ→心身の柔軟

　　②呼吸法→簡単にできる腹式呼吸（虫明メ

　　ソッド）

　　③リラックス法（イメージ法）→心身の軟

　　④母音唱とハミング→響きの統一感，声の

　　　共鳴

　　⑤発語法→子音と母音の意識，言葉の明瞭さ

　2）合唱の導入とソルフェージュ

　　①カノンの活用

　　②合唱ソルフェージュ

　3) 曲づくり 5

　　①詩や言葉に対する読み取りはできているか。

　　②歌詞を明瞭に発音するにはどうするか。

　　③フレージングを感じて歌っているか。

　　④曲全体の流れをつかんでいるか。

７．まとめ

５．事後アンケートの分析

　ここでは，事後アンケートの記述内容について分

析する。対象は平成 22・23 年の２回分のものである。

記述内容については，資料１のとおりである。

　これらのうち歌唱指導に関連した記述内容の分析

から，講習の成果として大きく以下の４点があげら

れる。

　・問題意識・苦手意識の緩和

　・歌唱指導についての考え方の転換

　・歌唱指導についての知識や技能の獲得

　・歌唱指導 ( 音楽の授業 ) への意欲の喚起

　まず，「音楽指導は難しいものではなく，子どもた

ちと楽しみながら学べる教科であるということが伝

わった」，「歌唱というと専門的な分野のイメージが

あったが，大切なことは，やはり心の持ちようであ

ることが分かった」等のように，歌唱指導 ( 音楽指導 )
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に対する問題意識や苦手意識が緩和された記述内容

がいくつかあった。事前アンケートでも，教師自身の

問題意識や苦手意識が，受講の理由として多くあげ

られていた。筆者らは，講習の実践の中で，それぞ

れ「身近なところから声の表現を考えること」( 早川 )，
「心身の柔軟・リラックス」( 虫明 ) を重視し実践した

ことが，この成果の一つの要因ではないかと考える。

　第二に，「『声を出して歌う』ということを，流れ

作業のように授業で行っていたので，声により表現

する，という意味を考えることができた」，「『声』と

いうことで，こんなにもいろいろな視点から考えら

れるものかと感動」，「『声』そのものへの気付きを促

すという発想が大変新鮮」等，かなり多くの受講者が，

声への様々なアプローチによって歌唱指導に対する

考え方が変わった点を記述していた。早川が実践の

概要で前述したように，発声や歌唱という以前の基

本的問題として，声そのものについて考えることの

必要性を取り上げた。また，虫明も様々な視点から

発声法についてアプローチした。これらの実践の成

果が表れていると言えよう

　また，「自分の声，また，声をどうやってコントロー

ルしながら出しているかについて，知ることができて

よかった」，「具体的な発声の仕方や，アメリカやハン

ガリーなど日本以外の様子も知ることができた」，「年

齢に応じた声の出し方，『質』を考えた指導法等教え

ていただき，とても参考になった」，「声の参考鑑賞

教材を子どもたちに聴かせたい」等，具体的な知識

や技術の獲得に関する記述内容も多く見られた。

　さらには，「自分の歌もしっかり磨き，美しい声で

子どもたちに歌ってあげたいと思った」，「本日の実

技はとても参考になり，ぜひ学校で活用したいと思っ

た」等，歌唱指導への意欲の向上が表れているものや，

「教育（音楽）に対する熱いものを思い出させてくれ

たような気がする」等，教師としての精神的な意欲

の向上が表されているものもあった。

　以上のことから，講習を通して，教師らが苦手意

識を持っている歌唱指導について，多角的に考える

ようになったこと，それによって教師の意欲を喚起

することができたのは，一番の成果ではないかと考

える。しかし，中には，さらに具体的な指導法を求

める内容や，実践への応用の難しさを言及している

内容もある。これらについては，筆者らの今後の課

題になるだろう。

Ⅲ．おわりに
　本稿では，教員免許状更新講習の実践内容と，受

講者の事前および事後アンケートを中心に分析を行

なってきた。講習の成果として，問題意識・苦手意

識の緩和，歌唱指導についての考え方の転換，歌唱

指導についての知識や技能の獲得，歌唱指導 ( 音楽の

授業 ) への意欲の喚起の 4 点をあげることができた。

　「歌唱指導における教師力」を考えるとき，まず何

よりも教師自身が，楽しく自信を持って指導できる

ということが必要であると考える。筆者らの講習の

実践内容に共通しているのは，声そのもの本質を意

識し，身体性を伴って演習した点にある。気持ちを

軽やかに，発声の感覚を身体全体で捉えて表現する

ということは，音楽の原点であり，音楽教育にとっ

てとても重要なことである。また，単に“how to もの”

と言われるような発声法や指導法だけでなく，理論

と実践を関連させながら，多角的な声へのアプロー

チをしていくことが，歌唱指導における教師力の育

成につながると考える。これらの多角的な声へのア

プローチは，今日求められている多様な声の表現の

指導へつながっていくことも期待できるだろう。

注および引用・参考文献
1 事前アンケートとは，岡山大学で実施される免許

状更新講習のそれぞれの講習において，受講予定者

に対して行われる「免許状更新講習課題認識調査書」

のことである。

2 声の課題は，今川恭子・宇佐美明子・志民一成編著

(2005)『子どもの表現を見る，育てる　音楽と造形の

視点から』，文化書房博文社，pp.49~51 を参考に実

践したものである。

3 志民一成・早川倫子「参考鑑賞教材―いろいろな声

を聴いてみよう―」，上掲書 2，pp61~62 より

4 木村充子作曲《ZOO!》および《動物のフーガ》を

使用した。

5 平成 23 年度の講習会では，劇団四季文芸部作詞・

鈴木邦彦作曲・富澤裕編曲《語りあおう》，杉本竜一

作詞・作曲《Believe》を使用した。



─ 68 ─

早川　倫子・虫明　眞砂子



─ 69 ─

歌唱指導における教師力の育成について



─ 70 ─

早川　倫子・虫明　眞砂子

Title:Retraining Teachers for Teaching Singing.
− on a Teacher’s License Recertification Course −

 
Rinko HAYAKAWA（Graduate School of Education, Okayama University）
Masako MUSHIAKI （Graduate School of Education, Okayama University）

Keywords: teaching singing, retraining teachers, new teaching guideline, vocalization


	戻る

